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i喜f

一
九
一
一
二
年
十
一
月
十
九
日
甘
ン
ド
ン
市
長
は
そ
の
波
止
場
に

-
7
7
・
ジ
イ
ラ
ン
ド
よ
り
乾
酪
を
揃
載
し
来
れ

之
に
向
っ
て
歌
週
の
酵
を
遮
べ
た
。

の
轍
入
著
増
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
宜
博
さ
れ
た
結
果
、

そ
は
嘗
時
イ
ギ
リ
ス

つ
が
そ

の
経
梼
的
不
況
原
因
の

る
汽
舶
を
迎
へ
、

イ
ギ
リ
ス
の
家
庭
に
於
い
て
は
些
末
な
日
用
品
に
ま
で

イ
ギ
リ
ス
口
叩
を
買
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
主
張
が
盛
ん
と
な
り
、

謂
は
ゆ
る
「
ユ
コ
ノ
ミ
イ
・
ラ
ン
チ

(
同

no口D
g
v
、
-
=
=
門
町
)
」
な
る
主
張
仁
従
っ
て
そ
の
植
民
地
一
一
ク
・
3
イ
ラ
ン
ド
よ
り
食
料
品
乾
酪
を
轍
入
せ
る
た
め

惹
き
起
さ
れ
た
一
貼
景
で
あ
る
。

殆
ん
ど
こ
れ
と
時
を
同
じ
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
商
相
は
、
政
府
の
保
護
を
要
求
せ
る
そ
の
商
業
合
議
所
代
表
者
逮

に
向
ひ
、
そ
の
外
園
建
築
業
者
へ
の
原
料
輸
入
注
文
が
過
大
で
あ
る
こ
と
を
警
背
し
、
今
日
の
重
大
な
る
不
況
に

於
い
て
、
政
府
及
び
公
共
圏
睡
は
相
共
に
、
特
に
此
鮪
に
闘
し
岡
民
に
模
範
を
示
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説

拝
す
る
と
共
に
、
凡
そ
こ
の
種
の
義
務
は
す
べ
て
の
圃
民
に
謀
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
宣
一
百
し
た
。

Cfr. The Timcs， 20 nov， 19.'11 
Cfr. La rmrn~e indu:.triclJe， 1 i. nov目 1932) 



山
間
又
ド
イ
ツ
に
於
い
て
も
、
営
時
「
ド
イ
ツ
商
品
を
実
へ
」
と
い
ム
ス
ロ
オ
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、

ス
イ
ス
に
於
い

て
も
亦
「
ス
イ
ス
商
品
を
買
ふ
ぺ
し
」
と
い
ふ
ス
ロ
オ
ガ
ン
が
堪
げ
ら
れ
、
次
い
で
は
ま
た
北
米
合
衆
聞
に
於
い
て

も
「
ア
メ
リ
カ
商
品
ぞ
買
へ
」
と
い
ふ
ス
ロ
ォ
.
カ
ン
が
街
頭
に
山
崎
れ
流
れ
る
に
至
っ
た
。
抑
ミ
此
等
の
現
象
は
如
何

な
る
一
帯
賀
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
か
。
如
何
な
る
客
観
的
事
賓
が
か
く
の
ご
と
き
現
象
を
決
定
し
支
配
せ
る
も
の

で
あ
る
か
。

一
九
二
九
年
秋
ク
ォ
オ

Y

・
ス
ト
ソ
イ
ト
を
襲
っ
た
プ
ヲ
ム
は
、
共
後
世
界
各
闘
に
波
及
し
て
そ
の
物
領
下
落

h
v
)

生
ぜ
し
め
る
に
至
っ
た
が
、
更
に
此
の
事
情
は
一
九
一
一
二
年
の
春
か
ら
夏
に
亘
っ
て
中
央
ヨ
オ
ロ
ツ
バ
仁
金
融

低
気
岡
町
を
惹
き
起
し
、
そ
は
ま
仁
イ
ギ
リ
λ

を
も
席
捲
し
て
之
を
本
位
営
、
恐
慌
の
馳
風
中
に
捲
き
込
ん
だ
。
そ
の

結
果
、
岡
際
交
換
組
織
は
異
献
を
戒
し
、
闘
際
貿
易
問
動
は
去
認
し

b

名
闘
の
貿
易
一
枇
文
は
惑
し
い
強
制
佐
川
ー
す

に
至
っ
た
。
こ
れ
が
客
観
的
事
責
で
あ
る

o
Eに
共
の
轍
出
減
少
を
具
瞳
的
に
一
不
き
う
。

今
イ
ギ

p
ス
に
就
い
て
い
へ
ば
、
そ
の
輪
出
減
少
過
程
は
之
を
ポ
ン
ド
で
示
す
と
、

一
九
二
九
年
に
於
い
て
七

億
二
九

O
O高
、

一
九
三

O
年
に
於
い
て
五
億
七
一

O
O高
、

九

一
九
一
ニ
一
年
に
於
い
て
三
億
八
九

O
O寓
、

三
二
年
に
於
い
て
三
億
六
五

O
O高
を
示
し
、
そ
の
前
年
に
劃
す
る
減
少
率
は
一
九
三

O
年
に
於
い
て
一
一
一
一
バ
ア

セ
ン
ト
、
一
九
三
一
年
に
於
い
て
三
二
メ
ア
セ
ン
ト
、
一
九
三
二
年
に
於
い
て
六
バ
ア
セ
ン
ト
で
あ
る
。

更
に

y
-
ア
ン
ス
の
轍
出
減
少
過
程
を
プ
ラ
ン
で
一
一
小
す
と
、

そ
は
一
九
二
九
年
に
於
い
て
五

O
一
倍
、

一
九
三

O

年
に
於
い
て
四
二
八
億
、

一
九
三
一
年
に
於
い
て
一
二

O
四
億
、

一
九
三
二
年
に
於
い
て
一
九
七
億
で
あ
り
、
そ
の

ミ
ロ
オ
の
金
な
き
園
際
交
換
決
済
制
に
就
い
て

第
四
十
巻

第

t臨

i¥. 
j:，: 

五
六
七

S. D. ~.: Sb.tistiques du com田町CE' ext占neur1930， 1932・p.25'、一一一 Stati，
tiques du comrne:rce inft"rnational， 19331 p. 24.5・
1931年及LI'.，2年に亘って正の滅φが著しくないのは物慣が貨幣債権の下落
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ロ
オ
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な
き
胤
際
交
換
決
済
制
に
就
い
て

第
内
十
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五
宍
八

第

5，I)t 

八
六

前
年
に
劃
す
る
減
少
率
は
一
九
三

O
年
に
於
い
て
一
五
バ
ア
セ
ン
ト
二
九
三
一
年
に
於
い
て
二
九
バ
ア
セ
ン
ト
、

一
九
一
一
一
二
年
に
於
い
て
三
五
バ
ア
セ
ン
ト
で
あ
る
。

文
ド
イ
ツ
に
於
け
る
同
種
数
字
を
マ

Y

ク
に
つ
い
て
見
る

L
、

一
九
二
九
年
に
於
い
て
一
三
五
倍
、

一九一一一

O

VF
こ
も
、
、
戸
L
4
-
・
1
J
K
1

、

4
l
E
B
L
，
一
二
f
L
伝

一
九
二
二
年
に
に
於
い
て
九
二
倍
、

一
九
三
二
年
に
於
い
て
五
七
億
で
あ
っ
て
、
そ
の

前
年
に
劃
す
る
減
少
率
は
一
九
一
一
一

O
年
に
於
い
て

一
ρ

ア
セ
ン
ト
二
九
三
一
年
に
於
い
て
二
一
一
一
バ
ア
セ

y
ト、

一
九
三
二
年
に
於
レ
て
は
貰
仁
三
八
n
J
7
L
t

ン
ト
に
還
し
て
ゐ
る
c

此
の
傾
向
は
太
西
洋
を
超
え
た
北
米
合
衆
園
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
但
し
そ
の
減
少
は
一
九
三
一
年
よ
り

三
三
年
に
一
貝
つ
て
は
さ
ほ
ど
で
は
な
い
υ

頴
著
な
の
は
一
九
一
一
一

O
年
よ
ち
三
一
年
に
一
旦
っ
て
で
あ
る
。
即
ち
ド
山
y

に
於
げ
る
輪
出
は
一
九
ニ
九
年
に
於
い
て
五
二
一
億
四
一

O
O寓
、

一
九
三

O
年
に
於
い
て
三
八
億
四
三

O
O高
、

一
九
二
二
年
に
於
い
て
二
三
億
七
八

C
C寓
、

一
九
一
一
一
二
年
に
於
い
て
一
五
億
七
六

C
C高
、
前
年
に
封
す
る
蹴

少
率
は
一
九
三

O
年
に
於
い
て
二
七
バ
ア
セ
ン
ト
、

一
九
三
一
年
に
於
い
て
三
五
バ
ア
セ
ン
ト
、

一
九
三
二
年
に

於
い
て
三
三
パ
ア
セ
ン
ト
で
あ
る
。

凡
そ
此
等
の
傾
向
は
欧
米
諸
岡
皆
殆
E
同
然
で
あ
る
。
従
っ
て
之
を
世
界
奈
般
的
に
見
て
も
同
一
傾
向
が
看
取

さ
れ
る
。
今
世
界
貿
易
の
九

0.ρ
ア
セ
ン
ト
を
占
め
る
四
十
八
ケ
闘
に
於
け
る
輪
出
減
少
過
程
は
こ
れ
を
ポ
シ
ド

で
一
ポ
す
と
、

一
九
二
九
年
に
於
い
て
六
八
億
、

一
九
三

O
年
に
於
い
て
五
四
億
二
九
三
一
年
に
於
い
て
四
二
信
、

一
九
一
一
一
一
一
年
に
於
い
て
三
七
億
で
め
り
、
そ
の
減
少
率
は
一
九
二
九
年
よ
り
三

O
年
に
一
日
一
っ
て
二

O
固

ρ

ア
セ
ン
ト
、

18.; S. ]). N. ;日tati.

日tatistiquesdll 

St凡tistiquesdu commerce international， 1933， p. 1 I9・
s. D. !'.: Statistiques du. Commerce exterieur 1930， p 
stiql1es du co四回目ceinter.national， 19331 p. 15 
s. D. N.; Statistiql1es o.u commerce exterieur p. .113. ;一一
commer.ce international， p. 110. 
1.. O. N.; Review of world trade， 1934， p. 11. 
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一
九
三

O
年
よ
り
三
一
年
に
亘
っ
て
二
九
.ρ

ア
セ
ジ
ト
、

一
九
ゴ
二
年
よ
h

リ
ゴ
一
二
年
に
一
日
一
っ
て
ゴ
一
二
バ
ア
セ
シ
ト

を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
か
く
の
ご
と
き
世
界
貿
易
の
縮
少
は
正
に
世
界
的
経
梼
不
視
の
結
果
、
そ
の
支
排
手
段

を
め
戸
、
れ
る
金
融
梗
塞
の
自
然
的
結
果
で
あ
り
、

叉
こ
の
金
融
梗
塞
の
自
然
的
結
果
は
連
輔
的
な
物
債
低
落
の
不

可
避
的
な
反
動
で
あ
る
。
そ
し
て
此
等
の
傾
向
は
各
闘
を
通
じ
、
世
界
を
遁
じ
て
大
韓
同
一
方
向
を
辿
り
つ
つ
あ

z
u
c
 凡

そ
か
く
の
ご
と
き
一
聯
の
事
情
こ
そ
は
科
聞
に
於
け
る
決
持
金
準
備
惹
い
て
は
世
界
に
於
け
る
金
在
高
乃
至

そ
の
分
配
問
題
営
惹
き
起
し
、
ぞ
し
て
金
問
題
を
遁
や
る
直
接
的
解
決
の
困
難
が
こ
こ
に
信
用
問
題
へ
の
考
察
を

設
ね
る
に
去
っ
て
獄
に
金
に
よ
ら

y
ー
心
'
品
川
は
る
交
検
決
済
一
千
時
の
創
治
に
よ
る
世
界
総
静
乃
五
岡
民
組
隣
の
復
興
一

を
意
同
す
る
に
至
つ
士
。
こ
の
こ
と
は
一
醸
営
然
の
成
行
で
あ
ふ
。
惟
ふ
に
資
本
主
義
制
経
済
組
織
の
殺
展
は
、

商
品
の
生
産
、
交
換
、
特
に
庚
大
な
る
外
園
市
場
へ
の
輪
出
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
得
る
か
ら
交
換
決
済
の
新
機
構

に
よ
っ
て
少
〈
も
直
面
せ
る
交
換
極
漕
の
行
詰
り
を
打
開
し
得
左
考
へ
た
こ
と
は
一
爆
の
考
方
だ
か
ら
で
あ
る
。

此
割
に
闘
す
る
主
張
は
己
に
早
く
か
ら
相
嘗
多
〈
存
在
し
て
ゐ
る
。
併
し
今
は
こ
れ
に
は
嫡
れ
な
い
、
こ
こ
で
は

私
は
専
ら
集
園
経
梼
研
究
に
於
い
て
著
聞
せ
る
ジ
ご
4

エ
ゲ
大
塵
経
済
準
教
授
エ
ド
ガ
ア

y
・
ミ
ロ
才
の
近
時
殺

表
せ
る
見
解
を
述
べ
る
。
彼
の
意
見
は
今
日
ヨ
オ
ロ
ツ
バ
で
は
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
闘
に
於
い
て
紹
介
さ
れ
、
貫
践
上

に
-b
亦
屡
と
取
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
今
日
新
交
換
決
漕
方
法
に
闘
し
種
今
の
論
議
が
行
は
れ
て
ゐ
る
に
営
り
、
己

に
欧
米
に
於
い
て
人
口
に
勝
実
せ
る
彼
の
主
張
を
解
説
し
、

旦
つ
之
を
批
判
す
る
こ
左
は
必
や
し
も
無
盆
で
は
な

司
ロ
オ
の
金
な
き
圃
際
交
換
決
済
制
に
就
い
て

第
四
十
巻

五
六
九

第

披

ノL
七

拙著・金問題師干究参)!fl
Milhaud， Edgard: Treve de l'or et c1，~:a]['ing' des transactions， Geneve， 1934・，
一一ー A Geld Tmce， Goneva， 1933・
Valois: Le plan devant la troisieme同 malnc(Annexe IV. Les Annales de l' eco-
nomie collective. N os. 284-288) 
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ミ
ロ
オ
の
金
な
き
岡
際
交
接
決
組
問
制
に
就
い
て

第
四
十
巻

五
七

O

第

放

丹、

丹、

い
で
あ
ら
う
。
以
下
私
は
ミ
ロ
オ
の
新
交
換
決
構
案
に
闘
ー
し
そ
の
経
祷
的
根
擦
を
読
越
し
、

紹
介
す
る
と
共
に
、
若
干
の
私
見
を
趨
べ
ん
と
す
る
も
の
で
め
る
。

二
、
ミ
ロ
オ
の
国
際
交
換
相
殺
制
の
艦
漕
的
根
揖

謹
ん
で
そ
の
内
容
を

以
上
の
ご
と
き
悶
際
交
換
機
能
の
陪
砕
合
克
服
し
、
吏
γ

ト
そ
の
殿
風
を
期
待
す
る
た
め
に
ま
づ
考
へ
ら
れ
る
こ

'F}
十
品
、

二
岡
問
に
妙
、
け
石
物
ι
ザ
交
換
…
上
の
双
方
的
相
殺
制
の
問
削
哨
し
め
る
。
併
)
周
知
の
加
;
二
問
問
の
物
ん
て
父

換
に
よ
る
双
方
的
相
殺
制
は
多
く
の
一
場
合
難
黙
が
め
る
か
ら
、
そ
の
間
際
交
換
へ
の
無
保
件
的
趨
用
は
不
可
能
で

J

の
る
。

こ
の
こ
と
は
二
岡
聞
に
於
け
ろ
双
方
的
相
殺
が
各
二
闘
聞
の
輸
出
入
間
に
完
会
な
一
致
を
望
な
こ
と
を
期

侍
し
得
な
い
と
と
か
ら
見
て
極
め
て
明
か
で
あ
る
。

こ
れ
を
賓
際
に
つ
い
て
見
て
も
、
例
へ
ば
一
九
二
九
年
の
イ
ギ
リ
ス
、
北
米
合
衆
聞
及
び
ア
ラ
ン
ス
に
於
け
る

封
外
輪
出
入
闘
係
の
過
不
足
は
左
表
の
遁
り
で
め
る
。

一
九
二
九
年
に
於
げ
る
イ
ギ
リ
ス
の
野
外
貿
易
関
係
表
(
皐
位
千
ポ
シ
ド
)

第
一
表

輸

輸

園

入

出

名

文

九
、
六
七
六

一
四
、

O
ニ
九

那

英

度

四
八
、
八
=
一

O

七
八
三
一
二
七

領

印

八
二
九
七

一
三
、
四
一
六
五

日

本

超

過

額

超

過

葱・

(dmv

(+)l+)(+) 

九

7L 
七

(+)(+)ぐ+)

四
.
=
一
五
=
一

五、
A

4

コム
λ

ヘ

四
五

六
O

ノ、

四

Heilperin: L四 fonde田 ents economiques du p}an M:ilbaud (Annexe II. T.es 
Ann~les de l'econnmie collecti¥'e. Nos~ 284-288) 
S. D. N.: Statistiques du commerce exteri印 r1930， GeIleve， 1932 p町 251
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南V ーへ-T イす

〉〆3ζ 

ヲt:r コι

豆
イ

ノレ

「ヨpノ、

ヲヲ

シ

ヂ

聯

手目

一
四
、
四
四

O

一
二
、
五
三
六

ヴ

六
六
、
二
七
九

一
六
、
九
六
七

ギ

四
=
一
二
大
九

一
丸
、
四
一
三

イ

ア

五
五
、
七
九
六

一
O
、
穴
七

O

ク

一
ベ'

一
八
、
二
七
八

一一一、

O
五
五

ン

ス

五
一
一
、
八
二
二

一
一
、
六
六

ン

;:-

四
一
、
四
八
八

二
一
、
八
一
人

守'

;
J
-
〉

f
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-
r
L
J
F

一、:日

-
4
h
v
 

プ.

-

A

曲、
-
L

庁司、ノ

一
-
T
w
v
r
L

一
一
二
五
七
六

問
。
、
六
七

九

=
ゥ
・
ジ
イ
ラ
ン

F

第

表
北ト・ ア

Jレ

ぜ
ナ合イ

ラ

ユ〆

八

O
、二

O
四

二
九
、

O
七
四

カ

米

チ

y ダ

一
六
五
、

0
0
八

一
九
二
九
年
に
於
げ
る
北
米
合
衆
国
の
封
外
貿
易
関
係
表
(
単
位
百
寓
ド
ル
)

園
フ

四
コ
一
、
六
八
四

衆

一
八
=
一
、
九
七
七

凶
五
、
五
五
入

闘
名

輸

出

入

翰

‘ソ

二
五
五

四

O 

ン

ス

ヒ

/、

ずZ

ミ
ロ
オ
の
金
な
き
圃
際
交
換
決
済
制
に
就
い
て

、J
'十〆

E

、
〆，、、r

，‘、、，J一
四
五
、
一
二
六

r

・、、目ノ一
六
、
一
一
一
一
=
一

f

、
↓

-

二

二

五

九

r
g

、
、，J

一
九
、
穴
七

O

一
F

r

丸
一
一
ニ
ノ
z
一

'
h

、、，
U

司、川河

ノ

j
F
Jノ
nド

一
一
丸
、
二
八

O

一
五
一
、
一
コ
一

o

r
，、、B

ノ一
八
、
六
七
六

r
E

‘、、J二
三
入
、
凶
一
九

rs

、
一
八
、

O
九
六

二
九
、
コ
二
二

二
三
、
七
五
六

一一寸
趨

過

額

(+)(+) 

五牟

五
九
五;

第
四
十
巻

五
七

超第

吹 過

(ー)(ー)(ー)(-)(ー)(ー)(ー)(ー)(ー)(ー)(ー)(ー)(+)

二 二 六四四八四四三八五四二
ま五

#

中

(

が

浄

〉

(+)( +) 

il. 

九 四
四

五
五

i¥. 
国

問。問

じ
ノL
g'~ 

gH 四
七

六
四。Jl: 

ム
ノ、

T-六
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第
三
表

、
ロ
オ
の
金
な
き
岡
際
交
換
決
潰
制
に
就
い
て

一
九
二
九
年
に
於
げ
る
フ
ラ
ン
ス
の
封
外
貿
易
関
係
表
(
皐
位
百
寓
フ
ラ
シ
)

イ

ギ

リ

ス

カ

フー

タ'

オ

オ

リ

ヤ

ス

ト

支

君日

日

本

-Tフ

iゴ

Yレ

ラ

コ巳

ヂ

ト

. 
7 

園

名

. 
へ

凡，

イ

ギ

イ

ギー

り

ス

イ

ダ

ヤ

p 

ス

ス

イ

ト

Jレ

ヨ

モ

''l 

ロ

コ

ド

イ

‘フ

二一一

O

五

O 
ー
ム
F、
ム

ノ、

P'i 。
丹、

仁)

輸

一
一
一
、
九
二

O

五
、
八
二
八

一
、
五
一
六

一、

O
七
五

t二
五

五

O
四

~ 

ノ、、
占
〆、

(ー)(+)(ート)(+)(+)(十)(+)i 超

入
四
八

九
四
八、O 四

五

7L 

。
:九

四
O 

入

輸

出

七
、
二
二
五

七
、
五
七
三

二
、
二

O
九

=
一
、
=
一
八
=
一

古
一
凹
七

九

四
、
七
三
岡

第
四
十
巻

I

J

Y

 

四

五
七

(一)(--)(一)(一)(ー)(+)(+)(+)

五
一
八

四
四
五丹、

ーヒ

過コ一、一一一

O
五

一
、
七
四
五

p、
九

二、=一

O
八

七
七
八
七

一
、
八
七
九

四7'. 
7'. 

f

i

i

、

ド
ヲム，、額

第

君主

超

過

:iL 
O 

、ノ+
一
五
七

r
t
、、J+

八

八

f

，、
、ノ十

三
六
九

t
 

、，Jf
也、

、ノ〆，、、，Jf

、
)
 

〆『、、，ノre
、

描

中

(

%

)

(一)(+ )( +)( +)( +)( + )( + ) 

五九一
六九五 五

日月四
八

V'i 
~h: 

六
五

i¥ 
四O 

四
ム
ノ、:iL 
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オ

タe

一
、
二
五
七O 

ヨL

(ー)(ー)(ー)(•. )(ー)(ー)(ー)(ー)(ー)(ー)(ー)(ー〉

=一九
O

j¥ 

て
O
一一

二
、
五
一
五

-l; 
、

一
司

ノ、
ミ
J

d

ノ
ヰ
‘

一、一一一

O
五ゴL

二
五
士

凡
五
九

二
八
二
五

(ー)(ー)(ー)(--)(ー)(_.)(ー)(ー)(ー)(ー)(ー)(一〉

凶

一
、
六
岨
七

ラ

ン

L 
P、

A 九九コ1t.ずL
占

L
-
L

1
J
コ」

流
じC 

じ
丹、

主E

右
表
に
よ
っ
て
明
か
な
こ
と
は
、
英
米
怖
と
掲
出
諸
閣
と
の
封
二
岡
聞
の
輪
出
入
聞
係
は
殆
ど
そ
の
結
果
に
於

ノレ

1"-1 

い
て
一
致
す
る
も
の
な
く
、
時
と
し
て
は
共
同
に
格
段
な
る
差
を
さ
へ
見
せ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
双

ウ

一
ヤ

五
O 

方
的
相
殺
制
は
、
そ
の
長
初
に
於
け
る
期
待
に
反
し
、
各
岡
轍
出
入
獄
態
を
双
方
的
に
考
察
せ
る
限
り
、
今
や
従

ーす

支

万E

~g 

京
の
見
解
は
之
を
放
棄
せ
ぎ
る
を
得
ゴ
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
少
〈
も
大
な
る
割
引
を
加
へ
ざ
る
を
得

F
る
に
立
ち

一
二
一
五
ゴ
一

英

4頁

至
っ
て
ゐ
る

Q

か
く
て
此
の
見
解
に
基
〈
救
済
策
は
必
然
的
に
こ
の
双
方
的
相
殺
制
を
展
開
せ
し
め
、
世
界
各
闘

J1:' 

~p 

二
、
七
五
八

関

宿直

ーヒ
ーヒ

度

~p 

オ

オ

ス

ト

ラ

ヲ

ヤ

一
J
五
二

O

南

聯

日可

手t

一じ

i"l 

ア

ル

ゼ

司
、
之
〉
l
i
e

-

』

a
F
f

、、4
ノ

ヲ

ユ〆

二
二

;
3

一

J

一

I
n
-

-

一

l

、
J 

フ'

.. 

:
〉
二

L

一

〆
L
J
L
1ノ

H
L
、
〉

nv・
ノ

/
t
、

つア

A〆

カ

ナ

タ'

/九

四

五
八
七

チ

一、一

O
五

二
四
六

リ

北

米

七
、
一
六

O

二
一
一
一
三
五

合

衆

同

、
ロ
オ
の
金
な
き
鍋
際
交
換
決
湾
制
民
就
い
て

第
四
十
巻

五

七

第

放

大ー



宮
町
オ
の
金
な
き
岡
際
交
換
決
祷
制
に
就
い
て

第

!Jk 

第
四
十
巻

7し

五
七
四

に
劃
す
る
多
面
的
叉
は
全
面
的
相
殺
に
ま
で
之
を
婿
大
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

ミ
ロ
オ
の
考
は

貫
に
こ
の
多
面
的
又
は
全
面
的
相
殺
を
以
っ
て
今
日
の
園
際
交
換
制
の
融
勤
特
仁
双
方
的
相
殺
制
の
貰
践
的
障
碍

を
解
決
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
ミ
口
オ
の
謂
は
ゆ
る
多
面
的
又
は
全
面
的
相
殺
制
を
成
立
せ
し
め
る

経
神
的
担
擦
は
如
何
な
あ
も
の
で
め
る
か
。

-
ロ
オ
の
謂
は
ゆ
あ
間
際
交
換
じ
闘
す
る
相
殺
制
な
る
色
の
の
内
海
中
注
目
す
べ
き
も
の
は
、

ま
づ
そ
の
趨
用

闘
に
つ
い
て
日
あ
る
が
、
民
の
やJ

艇
は
そ
の
泊
朋
公
開
係
諸
問
問
仁
多
耐
的
に
よ
品
に
直
し
可
能
な
ら
ば
人
土
断
的
l

E
A

ぼ
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
出
同
ほ
共
の
相
殺
の
卦
象
と
な
る
も
の
は
、
単
に
眼
に
見
ゆ
る
貿
易
上
の
牧
支
闘

係
の
み
で
な
く
、
更
い
眼
に
見
え
ま
る
貿
易
外
の
牧
文
闘
係
に
も
趨
用
せ
ん
と
す
る
も
の
で
め
る
。
ま
に
こ
れ
に

於
い
て
謂
は
ゆ
る
交
換
相
殺
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
は
購
買
誼
品
?
と
稀
せ
ら
れ
る
も
の
で
め
り
、
取
引
の

決
構
は
こ
れ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
街
ほ
こ
の
購
買
誼
券
を
め
戸
、
っ
て
購
買
誼
券
信
用
な
る
も
の
が
考
へ
ら
れ
る

が
、
相
殺
制
の
致
果
は
こ
れ
に
よ
っ
て
一
一
層
大
と
な
る
。
要
す
る
に
購
買
誼
雰
は
金
が
間
際
文
排
手
段
と
し
て
、

商
品
、
努
務
及
び
資
本
の
移
動
に
於
い
て
今
日
の
資
本
主
義
制
交
換
経
梼
に
賛
し
た
も
の
と
同
一
の
結
果
を
あ
げ

ん
と
す
る
も
の
で
め
る
。
以
下
私
は
此
等
諸
賄
の
説
明
に
少
し
く
立
ち
入
る
。

同
双
方
的
相
殺
制
よ
り
多
面
的
又
は
全
面
的
相
殺
へ
の
後
展

i
l相
殺
制
に
基
く
貿
易
の
困
難
は
既
に
述
べ

た
る
が
ご
と
く
、
二
困
問
に
於
い
て
は
直
ち
に
そ
の
障
碍
に
遭
遇
す
る
が
、
し
か
し
ま
た
そ
の
反
一
向
に
於
い
て
こ

の
障
碍
は
、
多
面
的
相
殺
制
な
る
限
り
、
そ
の
参
加
閣
の
増
加
と
共
に
次
第
に
そ
の
障
碍
の
度
を
減
十
る
に
至
る
。

Milhnud， op. cit. pp. 66-70 
11i1haud: op. cit. pp・71-72
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私
潟
市
議
修
幸
町
、
ぷ

両「

こ
の
見
地
か
ら
営
然
蹄
納
さ
れ
る
こ
左
は
、
も
し
相
殺
制
が
双
方
的
な
る
・
6
の
か
ら
績
大
き
れ
、
そ
が
あ
ら
ゆ
る

闘
に
趨
用
さ
れ
る
に
於
い
で
は
共
等
諸
闘
の
相
互
的
利
盆
は
謡
か
に
高
度
な
も
の
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

例
へ
ば
双
方
的
相
殺
制
に
於
い
て
甲
園
が
乙
園
に
於
い
て
購
入
し
得
る
も
の
は
、
甲
闘
が
乙
圃
の
徴
す
る
も
の

を
所
有
す
る
程
度
に
於
い
て
、
叉
乙
園
が
甲
闘
の
欲
す
る
も
の
を
所
有
す
る
程
度
に
於
い
て
の
み
で
あ
る
。
乙
の

こ
と
は
相
殺
制
が
本
来
一
種
の
物
々
交
換
性
を
有
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
鮪
か
ら
謂
っ
て
明
か
で
あ
る
。
し
か
し
も
し

乙
れ
が
例
へ
ば
ゴ
一
方
的
相
殺
の
場
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
双
方
的
交
換
に
伴
ふ
困
難
と
制
限
と
は
あ
る
程
度
緩
和
さ

れ
る
。
印
ち
も
し
叩
闘
が
乙
闘
の
生
産
物
を
恭
望
し
、
乙
闘
が
丙
岡
山
一
生
産
物
を
希
望
し
、
丙
闘
い
か
ま
七
回
T
闘
の
~

七
を
'
切
?
?
一
v
g
同「

3
7
5
1
日
明
日

:

E、立
E
4
a
z
)
4
c
i、t
-
L
E
・
:

t
r一

Z
E
d
-
-
d
r
a
t
L
J
-出

t
i
l
o
し
〆
(
士

1
2市
旧
陪
問

T
1
3拐、
h

川
I
L
j
F
n

f
n
-
E
4
7
t
b

〆

ヴピ
I
L
7
』
品
L
iし
ヲ
七

7
叫
士
会
当

Mm官
伊
崎
土
以

(
'
1
1
1
J
f
l
 

て
相
等
し
け
れ
ば
、
相
殺
は
何
等
の
問
題
を
惹
き
起
す
こ
と
な
く
行
は
れ
る
。
却
も
甲
聞
は
丙
闘
に
そ
の
生
産
物

を
渡
し
、
丙
闘
に
劃
し
て
こ
れ
に
劃
す
る
支
排
手
段
、
仁
と
へ
ば
一
定
期
間
後
の
支
捕
手
段
の
給
付
を
認
め
ず
心
。

今
甲
闘
は
こ
れ
を
乙
闘
に
引
渡
し
、
乙
園
は
こ
れ
を
丙
聞
に
引
渡
す
'
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
そ
の
債
構
、
債
務
は
相

殺
さ
れ
る

Q

従
っ
て
甲
園
の
生
産
物
が
丙
固
に
、
丙
闘
の
生
産
物
が
乙
闘
に
、
乙
闘
の
生
産
物
が
叩
岡
仁
引
渡
さ

れ
、
し
か
も
そ
の
決
済
は
専
ら
決
捧
誼
容
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
誼
券
は
丙
聞
か
ら
甲
闘
に
、
甲
聞
か
ら
乙
聞
に
、
乙
岡

.
か
ら
丙
闘
に
轄
b
流
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
局
相
殺
さ
れ
る
。
か
〈
の
ご
と
き
交
換
様
式
は
却
ち
三
方
的
取
引

と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ち
、
そ
の
精
神
は
ま
た
こ
れ
を
流
通
取
引
と
も
栴
す
べ
き
も
の
と
な
る
。
此
の
場
合
物

今
交
換
は
責
と
買
と
よ
り
成
る
濁
立
せ
る
個
今
の
取
引
と
な
る
。
か
〈
て
甲
は
一
定
商
品
を
丙
に
貰

h
之
に
資
し

ミ
ロ
オ
の
金
な
き
圃
際
交
換
決
済
制
に
就
い
て

第
四
十
巻

五
七
五

第

磁

九



ミ
ロ
オ
の
金
な
き
組
際
交
換
決
済
制
に
就
い
て

第

盟主

丸
四

第
四
十
巻

五
七
六

叉
丙
は
更
に
他
の
商
品
を
乙
に
貰
る
に
至
る
。

、
、
.
、
‘
.
.
 ‘.、

.E.
、
.. 
、
‘
.
、
‘
.
.
.
 、
、
、

か
〈
の
ご
と
き
流
通
取
引
の
椴
定
に
し
て
成
立
す
る
場
A
口
も
し
交
換
加
入
闘
載
が
次
第
に
増
加
す
る
場
合
に
於

、
、
、

い
て
は
、

乙
は
他
の
商
品
を
甲
に
、

ぞ
れ

rけ
取
引
の
選
樟
範
閣
は
構
大
さ
れ
、

の
取
引
の
増
大
と
共
に
弾
力
性
を
有
つ
に
去
る
。

取
引
の
自
由
程
度
d
b
増
大
す
る
。

そ
し
て
相
殺
組
織
は
そ

か
く
の
ご
と
き
は
貸
に
双
方
的
相
殺
制
か
ら
多
面
的
相
殺
制
に

ま
た
結
局
に
於
い
て
は
令
一
面
的
相
殺
制
に
移
る
ご
と
の
交
換
組
織
仁
習
す
利
益
で
あ
あ
c

相
殺
制
掛
伯
郡
の
貿
易
取
引
p
p
h
リ
貿
易
外
取
引
佐
も
九
百
ひ
も
山
へ
の
殺
風

l
l相
殺
制
の
地
別
つ
れ
芯
割
換

は
従
来
専
ら
商
品
取
引
に
劃
し
て
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
に
よ
る
と
き
は
相
殺
制
は
一
の
限
界
に
珪
せ
玄
る

を
得
な
い
。
従
っ
て
相
殺
制
の
趨
用
を
世
界
益
腫
に
最
も
良
好
な
傑
件
で
行
は
ん
と
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
界
卸

ち
従
来
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
商
品
取
引
を
超
越
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

元
来
一
聞
に
は
正
常
時
に
於
い
て
も
そ
の
あ
ら
ゆ
る
闘
へ
輸
出
す
る
商
品
債
額
と
あ
ら
ゆ
る
聞
か
ら
輸
入
す
る

商
品
債
値
と
の
聞
に
は
不
一
致
が
あ
る
。
今
一
例
と
し
て
北
米
合
衆
岡
英
他
の
若
干
闘
を
あ
げ
る
と
、
諸
闘
の
一

九
二
九
年
に
於
け
る
轍
出
入
闘
係
は
左
表
の
通
り
で
あ

z。

第
四
表

一
九
二
九
年
に
於
げ
る
各
困
輸
出
入
金
額
比
較
表

l
i
!「
l
l

出

-

超

過

丹、

土 i¥ I額

超

塁
'6 

車

入

園

位

(+)~ +) 

(+)(+) 

北

米

舎

衆

園

豆
、
一
五
七

ゴL

Fレ

問
、
三
=
一
九

蔦

百

官民

八
六

九
:f1~ 

O 

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

-F 、

り

Mi!l】aud:op. cit. pp. 71-72. 
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帯
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p
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J
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百
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. 
へ

一
、
六
一
七

そ
し
て
か
〈
の
ご
と
き
場
合
注
目
は
ま
づ
貿
易
外
の
牧
支
に
む
け
ら
れ
る
。

千

リ

具
躍
的
に
は
舶
賃
、
保
険
料
、
漫
遊

客
の
-
費
用
等
の
ご
と
き
こ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
相
殺
制
の
意
味
を
徹
底
せ
し
め
る
た
め
に
は
此
等
貿
易
外
の
牧
支

に
劃
し
で
も
、
印
ち
一
一
層
趨
切
に
云
へ
ば
貿
易
上
の
牧
支
及
貿
易
外
の
牧
文
を
八
日
ん
だ
も
の
に
封
し
で
も
亦
そ
の

組
織
的
適
用
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
一
}
闘
際
相
殺
手
段
と
し
て
の
購
買
誼
券
，
「
h

以
上
越
ベ
た
る
が
ご
と
き
相
殺
制
は
そ
の
組
織
複
雑
と
な
る
に

従
ひ
、
そ
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
取
扱
容
易
に
し
て
し
か
色
そ
の
目
的
に
臆
じ
得
る
決
溝
手
段
を
必
要
と
す

ド

イ

ツ

一コ一、四四七

る
。
此
結
に
於
け
る
根
本
的
要
求
は
、
各
闘
の
封
外
購
買
に
よ
る
貿
易
均
衡
、
貨
幣
制
度
、
園
庫
均
衡
等
に
危
険

Tよ

リ

ス

一、
一一一

を
惹
き
起
き
し
め
る
こ
と
な
〈
之
を
離
績
さ
せ
得
る
こ
と
で
J

の
る
。
従
っ
て
一
'
闘
の
艶
外
購
買
に
劃
し
て
は
外
圃

イ

五八、一一一一一

ン

ス

フ

ヲ

イ

タ

ヤ

百

リ

4

二
、
六
六
四

高

オ

ター

一
一
白
高
フ

一
百

ラ

一一、七五

一
つ
穴
七

ラ

ン

ロ

リ

ス

高

ス

フ

イ
、
ロ
オ
の
金
な
き
圃
際
交
換
決
済
制
に
就
い
で

第
四
十
巻

五
七
七

第

披

九
2五

::¥lilhal1d; op・cit.pp. 12-75 20) 



、
目
オ
の
金
な
き
困
際
交
換
決
潰
制
に
就
い
て

第
四
十
巻

九
p、

五
七
八

第

f虎

が
そ
の
固
に
謝
し
て
之
に
相
常
す
る
購
買
を
な
す
こ
と
を
確
保
す
る
に
あ
る
。
こ
の
目
的
よ
り
し
て
相
殺
制
を
探

用
し
取
引
を
後
展
せ
し
め
ん
と
す
る
闘
は
、
互
に
協
定
を
認
め
、
そ
の
協
定
に
於
い
て
封
外
取
引
の
決
構
は
す
べ

て
金
又
は
金
銭
替
に
よ
っ
て
は
行
は
や
に
特
定
誼
券
に
よ
っ
て
行
ふ
こ
と
と
す
る
。
此
の
特
定
誼
務
の
唯
一
の
槙

能
は
批
慣
行
闘
に
於
け
る
商
品
又
は
勢
務
の
購
買
に
あ
て
ら
れ
3
こ
と
で
あ
る
。
此
の
意
味
よ
ち
し
て
之
を
購
買
誼

券
と
時
ぷ
。

購
買
謹
府
知
の
殺
行
は
特
定
機
闘
之
、
い
一
行
ひ

b

ぞ
の
料
刊
行
仁
艶
し
て
は
搾
保
と
し
て
そ
め
闘
献
怖
の
相
官
制
を
委

託
す
る
。
従
っ
て
誼
券
は
そ
の
薮
行
闘
の
園
内
紙
幣
の
準
備
に
よ
っ
て
後
行
さ
れ
る
。
そ
の
有
致
期
聞
は
六
ヶ
月

で
あ
る
が
、
必
要
に
臆
じ
で
は
更
に
ぞ
れ
以
上
に
も
及
び
得
る
。
こ
の
誼
券
は
魚
替
手
形
の
ご
と
く
闘
際
的
に
譲

渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
そ
の
流
通
は
園
際
的
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
有
致
期
間
内
に
後
行
闘
に

時
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
償
還
は
殺
行
聞
に
於
け
る
義
行
機
闘
に
於
い
て
共
闘
紙
幣
を
以
っ
て
行
は
れ
る
。

酒
購
買
謹
券
に
よ
る
決
祷
1
3
|
購
買
誼
券
に
よ
る
相
殺
は
各
闘
問
の
牧
支
が
均
衡
せ
る
場
合
は
極
め
て
容
易

に
行
は
れ
る
。
艶
外
的
に
超
過
債
務
を
有
す
る
闘
の
決
梼
は
商
品
又
は
持
務
に
よ
る
支
持
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。

従
っ
て
轍
出
超
過
額
は
こ
の
超
過
債
務
額
と
同
額
に
ま
で
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
は
単
に
眼
に
見

ゆ
る
輪
出
の
み
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
眼
に
見
え

F
る
輸
出
並
に
見
え
ぎ
る
輪
出
よ
す
り
成
る
縮
瞳
に
つ
い
て
の
超

過
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
ま
た
必
然
的
に
卦
外
的
超
過
債
樺
額
を
有
す
る
固
と
し
て
は

上
述
せ
る
眼
に
見
え
る
輪
入
及
び
見
え

5
る
輸
入
邸
ち
組
職
入
に
つ
い
て
同
一
額
の
超
過
を
有
た
な
け
れ
ば
な
ら

Milhaud: op. cit. pp. 74-80・21) 



な
い
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
は
今
日
理
論
上
岡
際
債
務
は
正
常
的
に
は
商
品
又
は
勢
務
に
よ
っ
て
支
排
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

ふ
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
つ
で
も
し
債
権
者
が
こ
の
理
論
を
ぱ
無
現
し
、

例
へ
ば
債
樺
闘
が

債
務
聞
に
針
し
盆
ミ
高
い
経
神
的
陪
壁
e

グ
品
一
臥
け
る
が
ご
と
き
と
き
は
、
債
務
の
解
決
は
正
に
百
年
河
清
を
侯
つ
に

も
類
す
る
。
こ
れ
賓
に
世
界
が
最
近
数
年
間
に
経
験
せ
る
事
賞
で
あ
る
。
従
っ
て
債
権
困
は
経
験
上
縫
認
き
れ
た

こ
の
経
梼
原
則
を
認
め
な
が
ら
、
若
し
外
岡
に
艶
し
美
大
な
債
樺
を
有
せ
る
と
き
、
凡
そ
貿
易
収
支
の
不
利
を
以

っ
て
山
側
め
て
自
然
的
な
も
の
左
考
へ
、
そ
の
債
務
闘
に
封
し
、
直
接
間
接
に
見
ゆ
る
又
は
見
え
ゴ
る
轍
出
超
過
を

織
繭
せ
ん
』
す
る
が
ご

E
き
こ
v
と
は
慎
ん
で
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
か
め
論
蜘
か
ら
い
い
、
今
や
問
践
は
そ
の
聞
論
の
副
知
仁
み
る
と
い
は
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
い
。
こ
の
剛
司
、
ァ
ロ
オ

の
主
張
す
る
方
法
は
筒
皐
で
あ
る
。
却
ち
そ
れ
は
上
越
せ
る
が
ご
と
き
購
買
詮
歩
に
よ
っ
て
艶
外
支
梯
債
務
の
決

持
を
行
一
ふ
こ
と
で
あ
る
。
債
権
聞
は
か
く
て
必
然
的
に
そ
の
債
権
の
程
度
に
於
い
て
直
接
或
は
間
接
に
債
務
者
の

特
意
先
と
な
り
・
債
務
者
色
亦
こ
れ
に
よ
っ
て
持
務
、
商
口
聞
を
通
じ
て
そ
の
債
務
を
確
寅
に
解
持
し
得
る
こ
と
と

な
る
。E

購
買
誼
券
に
よ
る
信
用
即
1

1
ー
以
上
越
ベ
だ
勤
に
よ
っ
て
明
か
な
る
が
如
〈
、
外
債
利
子
の
ご
と
き
封
外
支
排

は
購
買
誼
泰
に
よ
っ
て
支
捕
は
れ
る
。
同
様
に
し
て
外
岡
に
貸
付
ら
る
べ
き
信
用
色
亦
購
買
詮
券
に
よ
っ
て
設
定

3
れ
る
ω

こ
の
制
度
が
貸
付
聞
に
と
っ
て
有
利
な
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
u

貸
付
園
が
借
入
闘
に
引
渡
す
色
の
は
金

守
口
オ
の
金
な
さ
同
際
交
換
決
済
制
に
就
い

第
四
ポ
巻

第
-
一
，
放

大必
F ヒ

五
七
九
、

~I!lhaud: op. cit. pp. 30-82 22) 



守
口
オ
の
金
な
き
園
際
交
換
決
海
制
に
就
い
て

第
四
十
巻

五
八

O

第

君主

;J[. 

A 

で
も
な
く
、
叉
金
に
交
換
さ
る
べ
き
銀
行
券
で
も
な
い
。
そ
は
購
買
謹
品
分
で
め
る
。
そ
は
間
接
的
に
云
へ
ば
商
品

で
あ
り
、
持
務
で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
岡
際
問
に
一
定
の
決
構
が
行
は
れ
る
場
人
口
、

又
一
闘
が
他
固
に
劃
し
て
貸
付
を
行
ふ
場
合
、
特
に

貸
付
闘
産
業
へ
の
位
女
の
見
返
り
と
し
て
そ
の
信
用
の
一
部
が
貸
付
闘
の
銀
行
内
に
封
鎖
5
れ
る
場
合
に
於
い

τ

一
般
に
用
び
ら
れ
る

Q

こ
の
見
地
に
於
い
て
は
貸
付
闘
の
各
種
経
樺
部
門
に
、
卸
ち
貸
付
闘
の
生
産
及
び
取
引
上

に
出
λ
し
減
る
忠
の
は

b

正
い
購
買
詮
赤
仁
於
レ
て
胸
打
へ
ら
れ
仁
信
用
で
ふ
一
る
。
副
主
一
購
買
詮
雰
に
よ
っ
て
劃
外

'
的
に
信
用
を
設
定
す
Z
こ
と
は
こ
れ
と
同
時
に
共
闘
産
業
に
出
資
す
る
こ
と
に
な
る
。

向
又
借
入
岡
も
此
種
傑
件
に
於
い
て
設
定
さ
れ
た
信
用
か
ら
利
益
を
受
け
る
。
卸
ち
従
来
借
入
園
は
甲
闘
の
信

用
を
獲
得
し
な
一
か
ら
ぞ
の
聞
に
於
い
て
め
ら
り
あ
商
品
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
乙
園
丙
闘
其
他
の
生

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

産
物
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
少
〈
な
い
。
然
る
に
購
買
誼
歩
は
園
際
的
に
疏
通
す
る
か
ら
こ
れ
に
よ
っ
て
借
入
間

一
般
的
相
互
性
な
る
傑
件
の
下
に
そ
の
信
用
念
特
定
の
目
的
に
使
用
す
る

は
多
数
闘
と
の
取
引
が
可
能
と
な
り
、

こ
と
も
で
き
る
。

要
す
る
に
債
権
聞
は
、
購
買
茸
券
に
よ
る
貸
付
に
よ
っ
て
利
盆
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
利
盆
は
ま
だ

購
買
置
券
な
る
形
式
の
下
に
借
入
聞
の
求
め
る
利
益
と
一
致
す
る
こ
と
が
め
る
。
此
勤
に
つ
い
て
も
我
々
は
例
へ

エ
ト
・
ロ
シ
ヤ
の
ト

Y

コ
に
劃
す
る
貸
付
に
於
い
て
、
ま
た
イ
ギ
ヲ
ス
の
ポ
オ
-
ア
ン
ド
に
劃
す
る
貸
付

ぱ
サ
ヴ
エ

等
に
於
い
て
極
め
て
具
躍
的
な
貫
例
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



ニ
、
ミ
ロ
オ
の
園
際
交
換
相
殺
制
の
組
織
及
機
能
の
内
容

-
既
に
述
べ
た
る
ご
と

t
、
ミ
ロ
オ
の
相
殺
制
な
る
も
の
は
物
々
交
換
よ
り
来
る
取
引
上
の
障
碍
を
解
決
し
、
克

に
そ
の
取
引
範
閣
の
構
大
強
化
を
闘
り
、
会
に
よ
ら
十
し
て
世
界
不
況
問
題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
勤
よ
り
購
買
誼

券
を
以
っ
て
す
る
多
而
的
一
見
に
は
全
両
的
な
相
殺
協
定
を
行
は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
き
見
地
に

基
〈
ミ
ロ
オ
の
謂
は
ゆ
る
相
殺
制
の
組
織
放
に
機
能
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
私
は
今
や
真
に
進
ん
で
此

等
の
姑
を
明
か
仁
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
づ
此
鮪
に
於
い
て
問
題
と
な
る
の
は
相
殺
制
と
し
て
の
協
定
が
或
は
荘
干
岡
に
よ
っ
て
行
は
れ
、

叉
或
は
世

界
全
館
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
と
し
、
ぞ
の
内
容
は
如
何
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
は
か
く
の
ご
と
き
闘
内
相

殺
機
闘
及
び
国
際
相
殺
機
闘
の
役
割
並
に
そ
の
取
扱
ふ
購
買
誼
券
の
後
行
、
流
通
並
に
そ
の
債
格
決
定
は
如
何
と

い
ふ
こ
と
で
あ

h
、
第
三
に
は
か
く
の
ご
と
き
購
買
謹
券
と
現
行
貨
融
市
制
度
、
そ
の
岡
際
相
殺
制
に
於
け
る
金
の

地
位
及
び
そ
の
信
用
は
如
何
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

一
相
殺
制
に
関
す
る
協
定
|
|
こ
の
相
殺
制
に
闘
す
る
規
定
は
一
の
提
案
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
成
立
に
劃

し
て
は
各
圃
の
協
定
を
要
す
る
。
ま
た
そ
の
違
反
に
謝
す
る
制
裁
も
必
要
で
あ
る
。

向
叉
協
定
の
成
立
は
世
界
に
於
け
る
問
題
と
し
て
も
考
へ
ら
れ
る
が
.
又
若
干
困
問
に
於
け
る
問
題
と
し
て
も

考
へ
ら
れ
る
。
勿
論
こ
の
協
定
が
最
も
有
致
な
る
存
在
を
示
す
た
め
に
は
世
界
的
で
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
世

ミ
ロ
オ

-U
金
っ
き
副
理
問
一
公
換
決
海
制
に
就
い
て

第
四
十
巻
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iL 
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ミ
マ
オ
の
金
な
き
同
際
交
換
決
柿
抑
制
に
説
い
で

第
四
十
巻
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界
的
た
る
に
於
い
て
そ
は
最
も
大
な
る
弾
力
性
を
有
ち
、
ま
た
最
も
よ
〈
ぞ
の
長
所
密
殺
揮
し
、
且
最
色
完
全
に

そ
の
存
在
の
意
義
が
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
名
。

か
く
の
ご
と
き
姑
よ
ち
し
て
協
定
は
ま
た
世
界
合
同
議
の
ご
と
き
形
式
に
於
い
て
成
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

に
と
ひ
そ
の
全
両
的
な
支
持
を
制
作
な
い
'
と
し
て
も
、
世
界
の
主
要
闘
聞
に
そ
の
協
定
成
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

今
日
双
方
的
相
殺
協
定
が
己
に
相
営
存
在
し
て
ゐ
る

2
い
ふ
貼
か
ら
、
必
中
し
も
不
可
能
で
あ
る
と
い
ふ
わ
け
の

}

、

J
v
h
、
島
人
J

U

0

4
千一バ
ν
寸
h

トし

Y
4【

3
U

6
し
主
要
閥
問
ド
」
の
制
聞
広
が
れ
ば
恥
る
ド
於
い
て
は
、

刺
殺
制
の
日
的
は
相
営
高
度
に
達
せ

ら
る
べ
〈
、
か
く
の
亡
と
き
事
情
の
成
立
は
漸
次
参
加
園
の
増
加
を
促
し
て
こ
の
協
定
の
存
在
を
ぱ
意
義
あ
る
ち

の
た
ら
し
め
る
。

二
相
殺
機
闘
と
購
買
誼
紫
1
1
l
相
殺
制
の
運
用
に
常
っ
て
必
要
な
機
闘
中
、
岡
内
的
な
も
の
は
多

t
の
闘
に

/，‘、
す
で
に
存
在
じ
て
ゐ
る
0
4

却
ち
闘
内
に
於
ド
て
従
来
相
殺
業
務
を
行
っ
て
ゐ
る
諸
機
闘
却
も
こ
れ
で
あ
る
。

更
に
闘
際
相
殺
機
闘
と
し
て
快
〈
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
は
園
際
決
構
銀
行
で
あ
る
。
尤
も
園
際
決
構
銀
行
の
本
来

の
業
務
は
そ
が
賠
償
に
闘
す
る
限
り
、
近
来
ぞ
の
存
在
の
意
義
ほ
大
部
分
之
を
失
ひ
つ
つ
あ
る
が
、
し
か
し
な
ほ

同
銀
行
に
於
け
る
岡
際
相
殺
機
闘
士
し
て
の
役
割
は
失
は
れ
て
ゐ
な
い
。

囲
内
相
殺
機
闘
の
主
要
な
役
割
は
そ
の
園
購
買
誼
券
の
義
行
、
流
通
及
び
清
算
を
取
扱
ふ
ん
」
共
に
、
外
岡
購
買
謹

券
に
封
す
る
そ
の
闘
購
買
誼
歩
の
引
換
及
び
購
買
誼
券
に
よ
る
取
引
を
管
期
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
の
一
向
」
左
き

機
闘
に
よ
っ
て
行
は
れ
忍
役
割
は
ま
た
一
般
銀
行
の
参
加
を
担
む
も
の
で
は
な
い
。

一
般
銀
行
は
却
っ
て
か
く
の

H.c¥-jew of worlrl trade， 1933-pp_ 6j-69 
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ご
と
き
機
闘
と
例
人
と
の
問
の
仲
介
者
と
し
て
、
卸
ち
相
殺
機
関
の
補
助
機
闘
た
る
役
割
合
果
す
色
φ
で
あ
る
ひ

こ
の
圏
内
諸
機
闘
は
そ
の
相
互
間
に
於
い
て
互
に
連
絡
を
有
っ
て
ゐ
る
が
、
し
か
し
そ
の
仕
事
は
す
ぺ
て
岡
際
相

殺
機
関
に
直
接
報
告
さ
れ
る
。
間
際
中
央
機
闘
は
誼
券
の
闘
際
流
通
を
一
一
叶
る
。
従
っ
て
闘
内
機
闘
及
び
闘
際
機
関

の
組
織
及
運
用
は
す
べ
て
こ
の
相
殺
制
の
機
能
に
順
懸
す
る
が
ご
と
く
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
組
織
及
機
能
に
於
げ
る
中
心
的
存
在
を
な
す
色
の
は
購
買
誼
券
で
あ
る
。
そ
の
蹴
慣
行
は
外
固
と
の
各
種
取

引
、
向
品
質
入
、
努
務
文
捕
、
金
融
決
済
(
利
一
明
、
配
営
一
明
、
資
本
償
還
一
部
等
)
、
信
用
の
許
可
等
に
劃
し
て
な
さ
れ
る
ω

そ
の
殺
行
は
一
専
ら
そ
の
闘
の
法
定
貨
幣
へ
印
ら
こ
の
場
合
ば
祇
幣
)
を
以
つ
で
す
石
相
殺
機
闘
刊
の
相
営
割
委
託

t
」
る

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
購
買
謹
然
は
到
外
的
に
は
一
つ
の
貨
幣
代
用
物
で
あ
る
。

併
し
こ
れ
わ
い
け
で
は
岡
内
相
殺
機
関
は
新
購
買
誼
券
を
無
限
に
緩
行
し
得
る
こ
と
に
な
h
ノ
、
ぞ
こ
に
は
何
等
の

統
制
が
な
い
と
と
を
一
不
す
。
果
じ
て
き
う
で
あ

8
う
か
。
否
。
相
殺
制
は
た
と
ひ
岡
際
取
引
日
於
け
る
白
尚
砂
ぞ

の
最
大
限
に
ま
で
作
用
せ
し
め
る
と
は
い
っ
て
色
、
現
在
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
不
均
衡
印
ち
祉
界
経
捕
の
深
刻
な

動
揺
を
無
頑
し
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
相
殺
制
運
用
の
役
割
を
有
つ
機
関
は
誼
券
緩
行
に
於
い
て
そ
の
圃
購
買

謹
品
?
を
過
剰
に
世
界
市
場
に
流
通
せ
し
め
ん
と
す
る
が
ご
と
き
こ
と
は
こ
れ
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
は
購
買
謹
券
の
義
行
が
共
闘
紙
慢
に
於
い
て
準
備
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
に
於
い
て
然
り
で
あ
る
。
此
の
意
味
に

於
い
て
購
買
誼
券
の
新
な
る
後
行
は
自
動
的
に
行
は
れ
る
こ
と
な
く
、
か
し
ろ
統
制
的
に
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
指
導
原
則
は
そ
の
闘
の
一
般
的
利
害
関
係
ヘ
の
考
慮
で
あ
る
と
共
に
、
園
際
協
同
の
充
分
な
綾
展
へ

ミ
ロ
オ
の
金
な
き
国
際
交
換
決
済
制
に
就
い
て

第
凶
十
巻

五
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第
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、
ロ
オ
の
金
っ
き
同
際
交
換
決
日
明
制
に
就
い

宮
市
凶
十
各

五
八
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の
考
慮
で
あ
る
。

乙
の
意
味
に
於
い
て
乙
の
相
殺
制
の
基
礎
に
は
栂
め
て
明
白
な
公
開
性
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
各
岡
聞
に

於
け
る
相
殺
機
闘
は
ぞ
の
毎
日
却
抑
止
n
に
於
い
て
そ
の
殺
行
せ
る
謹
券
航
態
、
そ
の
所
有
す
る
誼
券
扶
態
を
明
か
に

し
、
こ
れ
を
閥
際
相
殺
機
闘
に
報
A
H
し
、
闘
際
機
闘
は
こ
れ
全
世
界
報
告
に
於
い
て
毅
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
か
〈
の
ご

k
h
t
報
品
川
は
、
各
閑
相
殺
機
関
ド
と
っ
て
も
一
般
取
引
業
者
に
と
っ
て
も
極
め
て
宜
裂
な
も
の
と

な
打
、
脇
町
八
説
部
mw
正
常
酌
人
打
開
酌
な
傾
格
決
定
じ
封
し
本
質
的
な
作
用
'
ぜ
な
す
り
購
買
誼
努
り
、
割
↑
約
外
岡
銑

替
の
ご
と
〈
、
正
常
時
或
は
非
正
常
時
ぞ
通
じ
て
各
岡
向
購
買
謹
券
と
し
て
債
格
ef--
一
旬
つ
か
ら
、
之
に
闘
す
る
規

定
は
そ
の
債
格
を
投
機
の
劃
象
た
ら
し
め
る
こ
と
な
〈
、
従
っ
て
そ
の
債
格
費
動
の
幅
を
極
力
最
少
限
度
内
に
限

る
が
如
〈
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尤
も
購
買
誼
券
は
そ
の
有
品
川
期
間
の
鞘
か
ら
し
て
そ
の
投
機
の
劉
象

と
な
る
危
険
は
少
い
。
帥
ち
そ
は
無
限
に
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
自
由
に

E
額
な
も
の
を
求
め
る
こ
と

パ
か
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
毎
日
各
岡
及
び
世
界
に
於
い
て
殺
表
さ
れ
る
購
買
誼
券
の
内
容
は
そ
の
債
格
構
成
に
有
カ
な
作
用
を
及

ぽ
す
o

卸
ち
前
日
の
鴻
替
相
場
は
新
聞
紙
上
に
後
十
お
さ
れ
、
魚
替
の
買
手
及
び
責
手
は
之
に
よ
っ
て
購
買
誼
券
の

需
要
及
び
供
給
を
剣
断
し
、
か
く
し
て
一
闘
に
於
け
る
毎
日
の
購
穴
謹
券
の
債
格
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
取
引
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
市
場
の
公
正
を
示
す
も
の
で
め
る
が
、
向
ほ
こ
の
公
正
は
取
引
が

各
闘
に
於
い
て
は
そ
の
園
内
相
殺
機
閥
、
圃
際
周
に
於
い
て
は
そ
の
閣
時
相
殺
概
閣
に
於
い
て
専
ら
有
は
る
ベ
む



と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
一
不
さ
れ
得
る
。
共
の
運
用
は
一
一
般
利
症
と
闘
際
協
同
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
魚
替
に

調
し
て
は
こ
の
鮪
よ
り
必
要
な
技
術
的
規
定
を
定
め
る
こ
と
を
要
す
る
。

三
購
買
誼
券
と
現
行
貨
幣
制
度
、
金
、
急
替
、
信
用
1

1
購
買
誼
券
に
よ
る
封
外
支
排
制
は
多
く
の
結
に
於

い
て
今
日
の
貨
幣
制
度
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
唯
だ
一
知
で
あ
る
。
そ
れ
は
岡
際
取
引
決
済

手
段
と
し
て
の
金
の
使
用
を
停
止
し
て
ゐ
る
黙
で
あ
る
。
か
く
て
間
際
取
引
は
全
部
的
に
色
一
部
的
に
も
金
の
轍

還
に
よ
っ
て
決
構
き
れ
な
い
。
ぞ
の
決
搾
は
商
品
又
は
努
務
の
相
殺
に
よ
っ
て
行
改
れ
る
ち
の

5
め
り
、
従
っ
て

こ
の
一
種
の
取
引
の
行
は
れ
る
か
ぎ
り
、
人
市
の
使
用
は
休
止
お
れ
る
も
山
で
あ
っ
て
、
此
勅
こ
そ
は
こ
の
相
殺
制
度

円
J

骨
且
中
引

P

よ
ト
'
-
3
〉
志
ぅ
・
〉

o

b
-
E
E
4
7
0【

4
u
i
d
J
E

ま
た
相
殺
制
に
於
げ
る
金
の
使
用
休
止
は
金
の
獲
得
及
び
頁
買
に
闘
す
る
必
要
な
取
引
に
何
等
の
障
碍
を
も
宮
市

す
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
金
準
備
の
た
め
の
金
分
配
の
如
き
非
貿
易
上
の
理
由
に
よ
っ
て
金
の
移
動
が
行
は
れ

る
場
合
、
叉
は
工
業
用
金
の
移
動
の
場
合
の
ご
と
き
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
相
殺
制
の
下
に
於
い
て
は
金
に
閥
す
る

管
理
は
自
ら
岡
家
の
統
制
ド
踊
し
、
各
園
聞
に
は
之
に
闘
す
る
特
殊
協
定
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

か
く
の
ご
と
き
場
合
に
於
い
て
手
形
に
よ
る
取
引
又
は
そ
の
割
引
の
ご
と
き
従
来
よ
り
行
は
れ
て
ゐ
る
賭
へ
の

考
察
も
亦
重
要
で
あ
る
。
先
づ
第
一
ド
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
今
日
の
園
際
取
引
に
於
い
て
一

般
に
金
を
基
礎
と
す
る
取
引
は
貨
幣
及
び
金
融
上
健
全
な
園
左
固
と
の
聞
に
於
い
て
で
な
け
れ
ば
行
は
れ
て
ゐ
な

い
の
で
、
従
来
の
立
味
に
於
け
る
取
引
上
の
信
用
は
金
翁
替
決
静
岡
聞
に
於
い
て
で
な
け
れ
ば
全
然
見
捨
て
ら
れ

、
ロ
オ
の
金
な
き
岡
際
交
換
決
漕
制
に
就
い
「

五
八
五

第

披

O 

第
四
十
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、
白
牙
の
金
な
き
鴎
際
交
換
決
組
問
制
に
就
い
て

第

盟主

第
四
十
巻
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四

て
ゐ
る
、
従
っ
て
此
等
の
非
金
魚
替
岡
聞
に
於
い
て
は
取
引
相
殺
制
は
無
傑
件
に
妥
蛍
寸
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

金
魚
替
決
静
岡
に
於
い
て
も
相
殺
制
の
利
用
は
現
在
の
規
定
に
修
正
を
加
へ
る
と
と
な
〈
じ
て
考
へ
ら
れ
る
。

た
だ
相
殺
制
に
於
い
て
は
信
用
の
設
定
と
設
定
信
用
会
額
引
渡
の
聞
に
は
明
瞭
な
匝
別
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

主
し
貸
付
闘
に
i

と
っ
て
は
貸
付
信
用
に
相
官
す
る
商
品
の
需
要
が
問
題
と
な
っ
て
ゐ
石
か
ら
で
あ

る
。
即
ち
貸
付
闘
は
必
然
に
商
品
の
供
給
岡
で
あ
る
。
従
っ
て
共
の
引
渡
は
そ
の
閏
産
業
の
生
産
日
臆
?
る
が
ご

7
、
↓
了
d
J
J
l
F
〉ふ
b
j
1
F
H
3
i
ア
つ
弘
L
V

，D

t

イ
寸
B
1

し也、，
R
J
J
わ

u-ル
H
1
4
4
J
i
-
-
e
i

トし

吻
れ
い
灰
叫
ん
借
入
間
以
一
定
期
間
に
於
わ
て
如
何
な
石
信
用
組
い
か
期
待
さ
れ

得
る
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
か
く
の
ご
と
き
合
理
佐
こ
そ
は
ま
だ
貰
に
こ
の
種
信
用
に
よ
る
蛭
稗

活
動
を
長
期
的
に
可
能
な
ら
し
め
得
る
も
の
で
あ
る
コ

回
、
結

言

之
を
要
す
る
に
、
闘
際
交
換
相
殺
制
の
主
張
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
各
闘
聞
に
於
げ
る
粧
済
的
均
衡
は
自
動

的
に
成
立
す
べ
き
も
の
で
め
る
と
い
ふ
馳
か
ら
最
近
に
於
け
る
「
間
際
貿
易
復
活
案
」
と
し
て
閤
際
貿
易
の
自
由
に

加
へ
ら
れ
た
制
限
の
解
除
ま
た
は
そ
の
駿
止
を
目
的
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
園
際
取
引
の
畿
展
を
期
す
る
と
共
に
、

凍
結
せ
る
信
用
の
解
放
を
期
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
の
ご
と
き
酷
か
ら
主
張
さ
れ
る
購
買
誼
券
の
設

定
は
こ
れ
に
よ
っ
て
よ
く
金
を
離
れ
て
閏
際
信
用
問
題
を
再
吟
味
し
、
そ
の
一
般
鰹
梼
的
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
、

物
偵
下
落
恐
慌
に
劃
す
る
反
動
を
通
じ
、
そ
の
侠
復
へ
の
針
策
を
講
宇
る
と
共
に
、
危
殆
に
瀕
せ
る
世
界
貨
幣
肢

M山laud上掲吉干の副題27) 



態
に
基
〈
魚
替
危
機
を
乗
り
切
ら
ん
と
す
る
司
も
の
で
あ
る
こ
と
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。

そ
の
計
査
会
韓
を
遁
じ
、
ぞ
の
広
闘
は
専
ら
間
際
貨
幣
案
並
に
間
際
決
済
機
関
案
に
向
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
併

し
資
本
主
義
制
経
済
組
識
に
於
け
る
閏
際
貨
幣
並
に
岡
際
銀
行
の
問
題
は
金
及
び
信
用
を
中
心
と
し
て
今
日
極
め

て
複
雑
困
難
な
相
を
呈
し
て
居
り
、
し
か
も
こ
の
種
問
題
の
蹄
結
は
常
に
そ
の
貰
践
性
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
ふ
動
か
ら
そ
の
経
過
は
容
易
に
見
一
透
し
を
つ
け
難
い
。
岡
際
貨
幣
が
金
で
あ
る
L
」
い
ふ
こ
と
に
異
論
な
き

限
り
、
そ
し
て
そ
が
今
日
の
現
股
よ

h
速
か
に
金
本
位
に
立
ち
障
り
件

F
る
限
り
、
購
買
謹
務
共
他
如
何
な
る
形

式
を
以
っ
て
し

τ色
、
問
題
は
，
ぞ
の
信
用
手
段
に
闘
す
る
黙
に
於
レ
て
時
間
る
。
魁
掛
組
織
が
比
較
的
安
定
せ
る
場

ヘ
日
に
於
い
て
山
川
、

ι
民
主
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比
一
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で
山
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円
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ミ
巨
ド
オ
J
d
f
J咽
川
崎
勾

A
f
L
手
I
2♀

L
F

ミ
ロ
オ
が
従
来
一
般
に
信
用
を
以
っ
て
支
捕
手
段
で
あ
る
と

せ
る
考
察
か
ら
更
に
進
ん
で
一
種
の
貸
付
手
段
で
あ
る
と
見
だ
こ
止
は
そ
の
見
地
に
於
い
て
認
な
べ
き
も
の
が
な

い
で
は
な
い
が
、
併
し
か
く
の
ご
と
き
信
用
の
運
用
が
行
は
れ
る
基
礎
的
経
済
組
織
の
安
定
が
却
ち
少
〈
も
金
本

た
る
左
を
問
は
や
、
問
題
は
比
較
的
取
扱
ひ
易
い
。

位
の
位
置
が
今
日
の
ご
と
〈
動
捺
せ
る
に
於
い
て
、
そ
の
理
論
性
は
と
色
か
く
、
そ
の
賞
践
性
は
向
は
薄
弱
で
あ

却

る
。
又
ミ
ロ
オ
は
此
勤
に
於
い
て
多
分
に
統
制
的
経
済
組
積
雪
意
固
し
て
ゐ
る
が
、
今
日
世
界
の
現
肢
は
彼
の
住

め
る
ス
イ
ス
の
ご
と
き
小
岡
に
於
い
て
は
い
ま
知
ら
守
、
支
配
的
地
位
に
あ
る
英
・
米
・
偽
等
に
於
い
て
は
そ
の
主

張
は
漸
く
開
論
的
範
園
を
脱
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
此
種
協
定
が
賓
践
的
に
ま
に
世
界
的
に
取
上
げ
ら
れ
る

に
は
尚
ほ
一
一
層
深
い
考
察
が
現
在
の
資
本
主
義
経
糟
白
躍
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

ミ
ロ
オ
の
金
な
き
園
際
交
換
決
簿
制
己
就
い
て

第

品t

O 
五

第
四
十
巻

去
八
七
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